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東関道館山線

期
成
同
盟
会
が
通
常
総
会

４
車
線
化

要
望
採
択

　
千
葉
市
は
６
月
　
日
、
ド
ロ

２７

ー
ン
産
業
セ
ミ
ナ
ー
を
千
葉
市

美
浜
区
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催

す
る
。
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
利

活
用
に
関
心
の
あ
る
民
間
事
業

者
や
行
政
関
係
者
が
対
象
で
、

定
員
は
１
６
０
人
。
参
加
費
は

無
料
だ
が
、
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
。
６
月
　
日
ま
で
受
け

２０

付
け
て
い
る
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ド
ロ
ー

ン
活
用
を
推
進
し
、
ド
ロ
ー
ン

関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と

が
狙
い
。
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催

さ
れ
る
ド
ロ
ー
ン
見
本
市
「
ジ

ャ
パ
ン
ド
ロ
ー
ン
２
０
２
３
／

次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
２
３
」
と
同
時
開
催

と
な
る
。

　
第
１
部
で
は
、
日
本
ド
ロ
ー

ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
長
で
千

葉
大
学
名
誉
教
授
の
野
波
健
蔵

氏
が
「
世
界
と
日
本
の
ド
ロ
ー

ン
産
業
動
向
と
展
望
」
を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
。
千
葉
市
の
国

家
戦
略
特
区
推
進
課
と
県
経
済

政
策
課
政
策
室
が
自
治
体
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。

　
民
間
事
業
者
に
よ
る
事
例
紹

介
で
は
、
住
友
重
機
械
建
機
ク

レ
ー
ン
が
「
ド
ロ
ー
ン
自
動
飛

行
に
よ
る
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン

の
外
観
点
検
」
、
ア
イ
・
デ
ィ

ー
・
エ
ー
が
「
水
中
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
橋
脚
基
礎
部
の
河
床
状

況
調
査
」
、
千
葉
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
と
ト
ー
ニ
チ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
「
懸
垂
型
モ
ノ
レ
ー
ル

軌
道
桁
の
ド
ロ
ー
ン
点
検
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
す
る
。

　
第
２
部
で
は
ド
ロ
ー
ン
相
談

会
を
開
く
。
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
付
け
る
こ
と
で
、
受
発
注

機
会
を
つ
く
り
、
関
連
産
業
の

振
興
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　
会
場
は
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会

議
場
２
０
１
会
議
室
。
開
催
時

間
は
午
後
１
時
か
ら
４
時
　
分
５０

ま
で
。
参
加
希
望
者
は
、
ち
ば

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
か
ら
申
し

込
む
。
応
募
者
が
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
る
。

ドローン産業セミナー

昨年度開催したセミナーの様子

６
月
　
日
に
幕
張
メ
ッ
セ
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県
交
通
安
全
施
　設
業
協

同
組
合
は
　
日
、
千
葉
市
内

１９

で
２
０
２
３
年
度
の
通
　常

総
会
を
開
い
た
。
議
事
で
は

３
議
案
が
審
議
さ
れ
、
こ
の

う
ち
任
期
　満
了
に
伴
う
役

員
　改
選
で
は
、
現
理
事
長

の
増
田
孝
氏
（
増
田
産
業
）

の
再
任
が
決
議
さ
れ
た
。
増

田
理
事
長
は
「
２
期
目
と
な

る
が
、
新
た
な
気
持
ち
で
取

り
組
む
。
今
ま
で
の
活
動
を

継
続
し
て
実
り
あ
る
も
の
に

し
た
い
」
と
述
べ
、
組
合
員

に
さ
ら
な
る
協
　力
を
求
め

た
。
　
　
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、

２２
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
な
ど
厳
し
い
状
況

の
中
、
発
注
機
関
へ
の
陳
情

や
道
路
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
、
例
年
通
り
の

活
動
が
で
き
た
こ
と
に
満
足

感
を
表
し
た
。

　
　
年
度
の
事
業
計
画
で
は

２３
重
点
施
策
と
し
て
、
①
教
育

情
報
に
関
す
る
事
業
②
受
注

機
会
の
拡
大
③
道
路
環
境
整

備
の
地
域
貢
献
活
動
④
千
葉

県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事

業
へ
の
積
極
的
な
協
力
⑤
福

利
厚
生
に
関
す
る
事
業
─
─

の
５
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
組
合
員
の

経
営
管
理
や
従
業
員
の
施
工

技
術
向
上
を
目
的
に
、
有
識

者
を
招
い
て
講
習
会
を
開
く

ほ
か
、
異
業
種
間
交
流
を
通

じ
て
有
意
義
な
情
報
収
集
を

図
る
と
し
て
い
る
。
例
年
行

わ
れ
る
路
面
標
示
技
能
士
の

講
習
も
開
催
す
る
予
定
だ
。

　
ま
た
交
通
安
全
施
設
関
係

事
業
費
や
修
繕
費
の
確
保
・

増
額
や
、
第
２
期
銚
子
連
絡

道
路
（
横
芝
─
匝
瑳
間
）
を

は
じ
め
、
標
識
、
区
画
線
、

防
護
柵
な
ど
の
分
離
発
注
を

引
き
続
き
発
注
機
関
に
要
望

す
る
ほ
か
、
通
学
路
の
点
検

を
踏
ま
え
て
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

の
整
備
を
促
進
す
る
。

　
県
内
主
要
道
路
を
対
象
と

し
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路

標
識
の
清
掃
・
点
検
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
計
画
的

に
継
続
す
る
こ
と
に
加
え
、

県
誕
生
１
５
０
周
年
の
広
報

活
動
へ
の
協
力
と
し
て
、
組

合
員
の
事
業
所
で
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
掲
示
す
る
。
ま
た
通

学
路
に
カ
ラ
ー
イ
ラ
ス
ト
付

き
溶
融
シ
ー
ト
を
施
工
す
る

こ
と
で
、
交
通
安
全
啓
発
と

通
学
路
の
安
全
確
保
に
協
力

す
る
意
向
だ
。

　
当
日
は
併
せ
て
、
昨
年
　１２

月
の
第
　
回
県
職
業
能
力
推

５３

進
大
会
で
、
技
能
検
定
功
労

者
と
し
て
熊
谷
俊
人
知
事
か

ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
た

大
沼
秀
人
氏
（
日
本
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
）
と
、
同
組
合
の

前
身
と
な
る
県
交
通
安
全
施

設
業
協
会
か
ら
、
　
年
に
わ

３５

た
っ
て
貢
献
し
て
き
た
前
松

一
郎
氏
（
千
葉
ラ
イ
ナ
ー
）

が
功
労
を
た
た
え
ら
れ
、
増

田
理
事
長
か
ら
賞
状
を
手
渡

さ
れ
た
。

　
新
役
員
は
次
の
通
り
（
敬

称
略
）
。

　
▽
理
事
長
＝
増
田
孝
（
増

田
産
業
）

　
▽
副
理
事
長
＝
黒
川
裕
二

（
ア
ク
セ
ス
）
、
前
田
慎
太

郎
（
道
標
）

　
▽
専
務
理
事
＝
金
子
鉄
也

（
県
交
通
安
全
施
設
業
協
同

組
合
）

　
▽
筆
頭
理
事
＝
白
鳥
和
重

（
サ
ン
エ
イ
ロ
テ
ッ
ク
）

増
田
理
事
長
が
再
任

県交通安全
施設業協組

実
り
あ
る
活
動
目
指
す

増田理事長

苦労を振り返る前松氏

　
長
南
町
の
新
庁
舎
完
成
記
念

式
典
が
　
日
、
開
か
れ
た
。
県

２３

議
会
　議
員
や
長
生
郡
内
市
町

村
の
首
長
・
議
会
議
員
な
ど
多

数
の
来
賓
が
駆
け
付
け
、
新
た

な
防
災
拠
点
の
完
成
を
盛
大
に

祝
っ
た
。
平
野
貞
夫
町
長
は
、

施
工
者
の
大
成
建
設
・
笹
原
工

務
店
Ｊ
Ｖ
ら
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
、
こ
れ
ま
で
の
尽
力
を
た
た

え
た
。

　
平
野
町
長
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入
し
、
環
境

性
能
に
も
優
れ
、
災
害
対
策
を

取
り
入
れ
た
、
住
民
の
安
全
を

守
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
新
庁
舎
が
完
成
し
た

こ
と
を
報
告
し
、
設
計
・
施
工

関
係
者
ら
に
感
謝
の
意
を
表
し

た
。
　

　
来
賓
を
代
表
し
て
、
酒
井
茂

英
県
議
や
田
中
豊
彦
茂
原
市
長
、

長
生
郡
町
村
会
副
会
長
の
馬
淵

昌
也
一
宮
町
長
、
長
生
郡
町
村

議
会
議
長
会
長
の
古
坂
勇
人
長

柄
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
　
新
庁
舎
の
完
成
に
貢
献
し
た

▽
千
町
村
建
築
研
究
所
▽
大
成

建
設
千
葉
支
店
▽
笹
原
工
務
店

▽
千
葉
測
器
▽
大
谷
家
具
製
作

所
▽
合
同
資
源
―
―
の
６
社
に

対
し
、
感
謝
状
を
手
渡
し
た
。

　
大
成
建
設
千
葉
支
店
の
川
田

貴
也
統
括
営
業
部
長
は
「
コ
ロ

ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影

響
に
よ
り
、
建
設
資
材
の
高
騰

・
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
の
な

か
、
工
期
内
に
無
事
故
・
無
災

害
で
竣
工
で
き
、
大
変
う
れ
し

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
新
庁
舎
は
、
庁
舎
分
館
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
の
西
側
に
建
設

し
た
。
施
設
の
構
造
・
規
模
は

Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
３
階
建
て
延

べ
２
２
６
８
㎡
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
階
に
会
計
　課
や
税
務
住

民
課
、
福
祉
課
、
健
康
　保
険

課
、
２
階
に
町
長
室
や
副
町
長

室
、
総
務
課
、
企
画
財
政
課
、

防
災
室
、
３
階
に
議
場
な
ど
議

会
関
連
諸
室
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置

し
た
。

　
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

備
え
、
耐
震
安
全
性
を
確
保
し
、

緊
急
時
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

発
電
機
を
設
置
。
太
陽
光
発
電

や
蓄
電
池
を
備
え
、
維
持
費
の

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
多
目
的
ト
イ
レ
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、
誰
も
が
使
い

や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
導
入
。
内
部
壁
面
に
抗
ウ

イ
ル
ス
内
装
材
を
使
用
し
、
感

染
症
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
旧
役
場
庁
舎
は
１
９
７
２
年

に
完
成
し
た
施
設
で
築
　
年
が

５０

経
過
。
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐

震
強
度
が
不
足
し
て
お
り
、
防

災
拠
点
と
し
て
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
た
。

平野町長川田統括営業部長
（大成建設）

新庁舎の完成記念式典長　南　町 大大
成成
・・
笹笹
原原
ＪＪ
　
　
ＶＶ 
ら
に
感
謝

ら
に
感
謝
状状

▲記念式典には多数の来賓が駆け付けた

平
野
町
長
㊨
が
工
事
関
係

者
ら
に
感
謝
状
を
贈
呈

完成した町役場新庁舎

千 葉 市

知事功労を受けた大沼氏㊨

新
役
員
で
組
合
運
営

に
臨
む

　
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
・
熊
谷
俊
人
知
事
）

の
通
常
総
会
が
　
日
、
千
葉
市
内
で
開
か
れ
た
。
館
山
線
の
一
部
を
構
成
す
る
富

２３

津
館
山
道
路
の
早
期
４
車
線
化
な
ど
６
項
目
を
求
め
る
要
望
書
を
採
択
。
夏
ご
ろ

に
政
府
や
国
会
な
ど
関
係
機
関
に
対
し
て
要
望
活
動
を
展
開
す
る
予
定
だ
。

　
こ
の
期
成
同
盟
会
は
、
県

と
沿
線
市
町
　
団
体
で
構
成
。

１１

東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
の

整
備
に
向
け
、
政
府
や
国
会

へ
の
陳
情
・
請
願
、
関
連
幹

線
道
路
の
一
体
的
な
整
備
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
穴
澤
幸
男
副
知
事
は
、
南

房
総
市
富
浦
ま
で
の
全
線
４

車
線
化
や
、
富
浦
Ｉ
Ｃ
と
館

山
市
を
結
ぶ
国
道
１
２
７
号

館
富
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
川
名

・
富
浦
地
区
の
早
期
４
車
化

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
を
示
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
駆
け
付
け
た

豊
田
俊
郎
国
土
交
通
副
大
臣

は
、
暫
定
２
車
線
区
間
を
４

車
線
化
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
訴
え
、
予
算
確
保
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

表
明
。
猪
口
邦
子
参
院
議
員

や
山
本
義
一
県
議
会
副
議
長

も
協
力
す
る
考
え
を
示
し
た
。

　
議
事
で
は
２
０
２
３
年
度

事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
３

議
案
が
原
案
通
り
了
承
さ
れ

た
。
役
員
改
選
で
は
、
会
長

に
熊
谷
知
事
、
副
会
長
に
森

正
一
館
山
市
長
、
石
井
宏
子

君
津
市
長
、
池
口
正
晃
県
土

整
備
部
長
が
就
任
。
森
副
会

長
が
要
望
書
案
を
読
み
上
げ
、

採
択
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
富
津
市
竹
岡
～
南
房
総
市

富
浦
間
の
延
長
　
・
２
㎞
は
、

１９

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道

路
「
富
津
館
山
道
路
」
と
し

て
、
暫
定
２
車
線
で
供
用
し

て
い
る
。
　
年
３
月
に
富
津

１９

竹
岡
Ｉ
Ｃ
～
富
津
金
谷
Ｉ
Ｃ

間
の
一
部
区
間
３
・
４
㎞
で
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
に
よ
る

付
加
車
線
設
置
が
事
業
認
可

さ
れ
た
。

　
国
土
交
通
省
道
路
局
が
公

表
し
た
「
高
速
道
路
に
お
け

る
安
全
・
安
心
基
本
計
画
」

で
は
、
全
線
が
４
車
線
化
の

優
先
整
備
区
間
に
選
定
さ
れ

た
。
観
光
振
興
や
防
災
力
の

向
上
の
た
め
に
も
、
早
期
の

４
車
線
化
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。

　
要
望
事
項
は
次
の
通
り
。

　
▽
東
関
東
自
動
車
道
館
山

線
の
一
部
を
構
成
す
る
富
津

館
山
道
路
に
つ
い
て
、
早
期

の
４
車
線
化
を
図
る
こ
と

　
▽
東
関
東
自
動
車
道
館
山

　
▽
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速

化
対
策
に
必
要
な
予
算
・
財

源
を
確
保
し
、
計
画
的
に
事

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

対
策
期
間
完
了
後
も
、
国
土

線
の
富
浦
か
ら
館
山
ま
で
に

つ
い
て
は
、
計
画
の
具
体
化

を
図
る
こ
と

　
▽
富
津
館
山
道
路
の
終
点

部
で
あ
る
富
浦
Ｉ
Ｃ
か
ら
館

山
市
内
ま
で
の
国
道
１
２
７

号
の
館
富
ト
ン
ネ
ル
を
含
む

川
名
・
富
浦
地
区
に
つ
い
て
、

早
期
の
４
車
線
化
を
図
る
こ

と　
▽
「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
割

引
」
に
必
要
な
予
算
を
確
保

す
る
こ
と

な
ど

穴澤副知事

豊田国土交通副大臣

　
日
本
地
所
倉
庫
（
岡
山
市

北
区
）
が
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
・
印
西
牧
の
原
エ
リ
ア

で
、
Ｓ
造
２
階
建
て
延
べ
５

２
８
㎡
の
貸
事
務
所
倉
庫

（
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル
・
リ

ー
ス
）
を
建
設
す
る
。
設
計

施
工
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の

日
本
技
研
建
設
（
岡
山
市
北

区
）
が
担
当
。
　
月
に
着
工
、

１０

２
０
２
４
年
５
月
の
完
成
を

目
指
す
。

　
建
設
予
定
地
は
、
印
西
市

西
の
原
５
‐

　
‐
２
。
敷

１３地
面
積
は
４

９
５
８
㎡

（
実
測
）
。

北
千
　葉
道

路
に
近
く
、

東
側
に
は

「
コ
ス
モ
ス

西
の
原
店
」

が
隣
接
、
周

囲
に
は
「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
し

ま
む
ら
牧
の

原
店
」
な
ど

の
大
型
　店
舗
が
立
地
し
て

い
る
。

　
建
築
面
積
は
４
８
１
㎡
、

高
さ
は
　
・
　
ｍ
を
見
込
む
。

１０
５０

千葉市内で開かれた通常総会

千
葉
Ｎ
　
　
Ｔ 
に
貸
事
務
所
倉
庫

日本地所倉庫

設
計
施
工
は
日
本
技
研
建
設

北千葉道路そばの建設予定地

強
靭
化
に
必
要
な
予
算
・
財

源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で

確
保
し
て
、
継
続
的
に
取
り

組
む
こ
と

　
▽
道
路
整
備
・
管
理
が
長

期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
道
路
関
係
予

算
全
体
を
増
額
し
、
必
要
な

予
算
を
確
保
す
る
こ
と


